
Vol.15 

TOSHIN  Hearing  NEWS 

   

第 64回 日本聴覚医学会学術講演会が開催されました                    

しました 

2020 年 3 月発行 

昨年 11 月 6～8 日にかけて大阪国際会議場にて第 64 回日本聴覚医学会学術講演会が

開催されました。補聴の群では軟骨伝導補聴器の発表が多数あり、11 月 7 日の補聴群

全 17 席の内 11 席が軟骨伝導補聴器関連の発表でした。軟骨伝導補聴器の取扱医療機

関は 2020 年 1 月 10 日現在で 69 施設に及んでおり、さらに拡大傾向にあります。今

回は感音難聴への適応が散見され、主観的評価において気導式補聴器よりも良好な結果

を得たという発表もありました。現在軟骨伝導補聴器の購入は取扱医療機関への受診が

必須となっており、医療機関がその登録をするためには慶應義塾大学病院で開催される

「軟骨伝導聴覚研究会」か日本耳鼻咽喉科学会や聴覚医学会の学術講演会と同日同地で

行われる、奈良県立医科大学主催の「軟骨伝導補聴器の取扱いに関する説明会」への参

加が必要です。開催日時、場所など詳細に関するお問い合わせは弊社営業担当者へお申

し付けください。また今回リオン展示ブースではスマートホン等との連携を強化した次

期モデルのプロトタイプが参考出品されておりました。 
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2019 年国内補聴器出荷台数まとめ 

2019 年１年間に日本補聴器工業会加盟メーカーが国内向けに出荷した台数は 613,089 台 前年比 4.8％増となり初めて 60 万台

を突破し過去最多となりました。昨年の 4.0％を上回る大幅増加で、ほぼ耳かけ型だけが伸び続けているという結果となっており

ます。出荷単価は前年比 100.1％で変化なしでした。 

特別講演と教育セミナーでは難聴・認知症・補聴器をキーワードとする講演が合計 2 時間にわたり開催されました。日本では

2025 年に認知症患者またはその予備軍が約 700 万人に、何らかの医療的介入が必要な難聴者は 1400 万人に上ると推計されて

おり、2015 年に厚生労働省の認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）に認知症の危険因子として「難聴」が加わって以

来、補聴器装用による認知障害やうつ病の抑制が期待され、それらへの関心が高まっています。 
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リオネット補聴器セミナー「聞こえと脳の深い関係」開催 

 
 

補聴器用空気電池と互換性のある充電池と充電器で構成され、無接点で簡単に充電できる「補聴器用ワイヤレス充電システ

ム」が 2020年１月 20日に発売されました。 

このシステムにより、既存のリオネット補聴器注を充電式の補聴器として使用することが可能となります。 

なお、本システムは、日東電工株式会社との共同開発により商品化され、補聴器用の空気電池と互換性があるリチウムイオン

充電池を使用した無接点ワイヤレス充電システムとしては世界初となります。 

本システムにより、外出先などで充電切れを心配する充電池の課題と、定期的に電池交換しなければならない空気電池の煩わ

しさを解消し、補聴器利用者の利便性が大きく向上することが期待されます。 
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主な特徴               
 

・約 4 時間で充電が完了し、一日中使用することが可能です。 

・充電池は約 800 回の繰り返し充電が可能です。 

・充電池と空気電池ともに使用可能です。 

・充電池入り補聴器を充電器に入れるだけで充電が始まります。 

・汚れなどによる充電時の接触不良の心配がありません。 
 

充電器 HX-T1：40,000 円(税別)  充電池(1 個) HX-R1：10,000 円(税別) 

注：対象となる補聴器は、リオネット補聴器のうち、空気電池 PR48 を使用する耳かけ型補聴器 21 機種（2019 年 12 月現在） 

 

～補聴器で毎日はつらつ～ NHKテキスト「きょうの健康」に連載開始 

難聴と認知症の関係が各メディアで取り上げられ、補聴器への社会的関心が高まりつつある昨今ですが、『NHK テキスト きょ

うの健康』 ～補聴器で毎日はつらつ～ の連載が日本補聴器工業会の協力で 2020 年 1 月から開始されました。第１回は「聞

こえづらくなるのは年のせい？」として、耳鼻咽喉科専門医の杉内智子先生が難聴の原因や対処法についてわかりやすく解説さ

れています。この連載は全 6 回にわたり、加齢性難聴や補聴器が特集される予定です。 

  

リオンが補聴器用ワイヤレス充電システムを発売  

 

 

 

充電器へ補聴器を入れると自動で電源が OFFに！！ 

充電中のハウリングを防止します。 

リオネット補聴器・大阪よみうり文化センター主催、読売新聞東京本社の後援により、昨

年 11 月 12 日に大阪・梅田のブリーゼプラザ小ホールでリオネット補聴器セミナー「聞

こえと脳の深い関係」が開催されました。セミナーは三部構成で、第一部はリオネット補

聴器アンバサダーの井上順さん（歌手・俳優）が「ボクの愉快な交友関係はまだまだ続

く」と題してご自身のエピソードを交えたトークショー、続いて東川雅彦先生(大阪府済

生会中津総合病院) 生会中津総合病院耳鼻咽喉科部長）が「耳からはじめる脳の活性化～補聴器使用の有用性～」をテーマに学術的内容をわかりや

すくご講演いただき、最後は「よく聞こえる。より楽しくなる。」をテーマにお二人のトークセッションをお楽しみいただきま

した。当日は 218 名の方々にご来場いただきましたが、セミナー受講前のアンケートでは補聴器が必要になったら「使用した

い」56％に対し、受講後の同じ質問では 92％の方が「使用したい」と回答され、大きな成果が得られました。 

また、本セミナーには弊社も協賛しており、代表取締役の岩名幸信が閉会の挨拶をさせて頂きました。弊社はこれからも耳鼻咽

喉科の先生方のご指導のもと、補聴器装用についての啓蒙、より良い情報の提供を続けていく所存です。 

日本における補聴器の所有率や満足度は欧米に比較すると著しく低く、原因のひとつ

として難聴や補聴器への理解不足があると言われており、この連載により補聴器の正

しい知識の啓発や補聴器供給の適正化につながることが期待されます。なお、本連載

はリオネット補聴器公式サイト（https://www.rionet.jp/nhk/）からもご覧いただけ

ます。 

 

「出典：NHK テキスト「きょうの健康」PR掲載より」 

 

 井上順さんと東川雅彦先生のトークセッション 


